
 【真昼のアユタヤー駅】 

 
 
英語の案内は全くない。タイ人の動きをみて外国人ツーリストは動く。ホームは一線だけ。線路から直接乗り込むことになる。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【車窓風景】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前の食べ物の屋台。同行者が焼き飯を買ってきた。安くて旨い。駅に向かっ

てくる中国系タイ人 

 

僧侶のための優先席。 
使うなの表示。車内販売のお

ばさん 

 

耕作放棄されたと思える広大な農地が広がる。ここよりバンコクに近づくにつれて、こうした土地に工場進出が見ら

れるようになる。 
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 【バンコク・ファランボン駅に到着】 
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ファランボン駅は本線から少し入りこんだ袋小路。上野駅の様な終着駅の雰囲気。

田舎町の駅（バンコクへ 1 時間程度）駅前風景は日本と変わらず。広場にバス。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ジムトンプソンがかつて住居としていた家。チーク材を使って建てられた古いタイ伝統様式の家屋６軒分を使い、組

み立てなおして作られた。展示されている武術品は見るべきものが多い。古美術の発掘欲は並大抵のもではないと言わ

れる。都心とは思えない静けさ。バンコクの異空間である。 

ジムトンプソンの家 
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【後記】 
thai—lao２週間余の印象に残る旅であった。 
旅行中、見聞きしたことについて、その印象を映像を交えながら、思い着くままに記したものである。 
貧弱なこの地域に対する知識、加えて脆弱な洞察力である。 
十分なものにはならなかったこと、折角の機会であったのに残念である。 
印象記と言いながら、場合よっては、断言的に言い切っている部分がある。ご批判の上、ご教示いただければ幸いである。

なお、まがりなりにも、自分なりの印象をイメージとして形成出来たのは、現地語をあやつり、現地実情に通じる同行者、

バンコク在住の家族に負うところが大きい。感謝申し上げる。 
 

February ２００７ Takuji Maekawa 
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